
多くの子どもが戸惑って

いる場合は、補足説明や新

たな視点を与えます。
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○ どの場面で何を見取り、どのように授業展開に生かすの？

導 ○本時の課題を
入 設定する。

展 ○自力解決をす

開 る。

○考えを交流す

る。

ま ○適用やまとめ

と をする。

め

（思考の共有と吟味、教師のコーディネートについてはＰ．１１・１２参照）

○ 机間指導の留意点は？

・ ただ巡視するのではなく、目的をもって机間指導を行う。

・ 時間をかけすぎないよう時間を決めて机間指導を意図的に行う。

・ 「分からない」「できない」も受け止め、次の段階で解決できるよう構想し、指導を行う。

◇ 様々な機会で一人一人を把握し、

個人差を受け止め、個に応じた支

援を行う。

個々の

見取りから

支援へ
挙手

発言

活動

机間

指導
ノート

テスト

学習速度が速い子どもへの支援

○ 見直し：解き方や解答を再確認

○ 別の方法の発見：多面的な見方や考え方の育成

○ 発展問題への挑戦：

意欲の醸成と思考力・応用力の育成

○ 教え合いの支援者：理解の深化

学習速度が遅い子どもへの支援

○ 一人での追究：確実な理解

＊正答率が高く慎重な子どもに適している

○ 教え合いの被支援者：他の子どもからの学び

＊「教える側」と「教えられる側」を固定化させない配慮

○ 個別の支援：自らの気付き

＊口頭によるヒント等を与える

作業速度に応じた支援

○ 早く終了した場合の指示や約束事

例 「教科書や資料集を読む」

「大切なところに線を引く」

＊子どもが自分で判断しながら学習を進めることが

できるように

興味・関心や得意分野などを生かした支援

○ 子どものよさを見付け、全体に広げる

例 「○○さんは、みんなが気付かなかったことを

まとめているので、紹介してくれるかな」

＊一人一人に有用感をもたせられるように

○解決に向けて取り組んでいるか。

○次の展開に生かせる考えはないか。

・ねらいにせまる考え方をしている。

・途中までは考えられている。

・同じような間違った考えをしてい

る。

・教師の想定や他の子どもと違った

視点から考えている。

○ペアやグループの場合は、ねらいに

即した交流が行われているか。

○課題をとらえているか。

○見通しをもつことができているか。

○意欲が高まったか。

・定着の度合いはどうか。

・全体に紹介したい学びの姿はどれか。

・つまずきの傾向は何か。

どの考えを取り上げるか

どの順番で取り上げるか、

何に気付かせ、何を問い返

すか、着地点はどこか等を

判断し、考えをつなぐ言葉

かけをしながら、思考の共

有と吟味ができるよう教師

がコーディネートします。

また、ねらいに即した交

流が行われていない場合は

指導や助言をします。

つまずいている子どもへ

の指導や助言をします。

ねらいが達成できた姿を

紹介し、称賛します。

＜目的をもった見取り＞ ＜見取りをどう生かすか＞


